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フォーラム・セミナー報告

13：00　開会挨拶（教育推進部長・副学長・経済学部教授　林　宏昭）
13：10　基調講演（教育開発支援センター副センター長・教育推進部教授　三浦真琴）
14：30　ポスターセッション
16：30　フィードバック

当日のプログラム

1月25日、全国私立大学FD連携フォー
ラムとの共催・関西地区FD連絡協議会
の協賛の下に第10回関西大学FDフォー
ラムが開催された。今回のテーマ『アクティ
ブラーニングことはじめ at & from Kansai 
University』は可能性と課題が明らかに
なってきたアクティブラーニングについて原
点から考え直し、関西大学で展開されて
いる授業実践について報告し、これを機に
アクティブラーニングの輪を学内外に広げて
いくことを「ねらい」と「ねがい」としたも
のである。当日は、全国の大学等から64
名の参加をいただいた。第一部の基調講
演、能動的な学生の取り組みを伝える第
二部のポスターセッションを経たのち、参加
者からの質問や意見、感想などをフィード
バックする時間を第三部に持った。
語義にしたがえばアクティブラーニングは

行為・動作、あるいは状態・態度を示す
ものであり、その動作や態度への到達が
目標として設定され、その目標を実現する
ために手法が編まれ、方略が組まれるの
だが、2012年の中教審答申がこれを手法
の総称として定義したため、ノウハウやチッ
プス、マニュアルの作成や入手に汲 と々す
る傾向が生まれている。基調講演で演者
はこのことへの警鐘を鳴らし、“teaching
(teacher-centered)からlearning(student- 
centered)へ”というパラダイムシフトに与
するならばアクティブラーニングを実現する
ためには先ず学生をどのような学習者に育
てたいのかという哲学的思惟が必要であ
ると訴え、特に初年次における「問い」
の構造や拡がり・奥行きを学ぶ体験がそ
の後の「学び」をより充実したものにする
可能性があるとして、「問い」を学生自ら
が発見・発掘する「学問モデル」が有用
であると報告した。
第二部ではこの学問モデルを支援する

LA（Learning Assistant）、コラボレーショ
ン・コモンズでラーニングカフェを開催する
LA、ライティングラボで学生の支援をする
TA、シラバスや担当教員など包括的に科
目をデザインして開設を提案する科目提案
学生委員等の取り組みが紹介され、参加
者からの質疑やコメントで会場は熱気に包
まれた。また学生を主体的・能動的にす
るための情報や知見を交換し、創出し、
共有するネットワーク（ALN）の開設も呼
び掛けられた。問い合わせは
aln@ml.kandai.jpまで。

（教育推進部　三浦真琴）

2013年12月14日（土）、関 西 大 学・
津田塾大学主催、関西地区FD連絡協
議会共催のワークショップ「思考し表現す
る学生を育てるⅤ－レポート・ライティングに
関する授業設計を考える－」を開催いたし
ました。本ワークショップの目的は、大学生
のアカデミック・ライティングを支援するうえ
で各大学が抱える現状と課題を共有するこ
とはもとより、授業を中心に据えた場合、
教員、職員、学生スタッフという立場から
学生のライティング活動にどう連係すること
ができるのか、という点を考えることにありま
した。「講演」と「ラウンドテーブル」の2
部構成で行われた本ワークショップには、
年末の多忙な時期にもかかわらず、全国
の大学から51名がご参加いただきました。
講演内容の詳細やラウンドテーブルの様子
を限られた紙幅では伝えきれませんが、以
下に要点をまとめます。
まず、青山学院大学の杉谷祐美子氏を
講師としてお招きし、「レポート・ライティング
授業デザインを考える」という題目で基調講
演をしていただきました。教育社会学、高

等教育論をご専門とされる杉谷氏からは、
ご自身が担当されている授業や大学生に対
して行った調査データをもとに、学生のレポー
ト・ライティングに関する現状と課題が報告
されました。杉谷氏の授業は、学生が論証
型レポートを段階的に書き進められるよう設
計されている点に特徴があります。学生が
レポート・ライティングのどの段階でどう躓く
傾向にあるのか。それに対して何をどう支
援していくのがより効果的なのか。そういっ
た点について、ご自身の授業実践と学生の
実態分析を通して、授業計画における力点
が年々シフトしてきた例を示すとともに、レ
ポート・ライティング授業をデザインする際に
考慮すべき多くのポイントが指摘されました。
続いて、津田塾大学の大島美穂氏に「初
年次教育の経験－読んだ、書いた、わかっ
た？」と題し、ご自身の授業実践を通して
見えてきた初年次教育の楽しさ、難しさに
ついての報告をしていただきました。大島
氏は、授業で学生同士の刺激が起きやす
い仕掛けを設けることの重要さを例示しつ
つ、そうした仕掛けから、ときに教員が期

待する以上に熱を帯びた議論が学生同士
で展開される点に楽しさがあると述懐されま
した。その一方、たとえば、入試の小論
文を経て入学することで「自分は文章がそ
こそこ書ける」との自負を抱えている学生
に対して、自主性や問題意識の構築など、
大学での学習や研究に求められる文章ス
キルとの違いをいかに抵抗なく伝えるか、と
いう点に難しさがあるとのことでした。
第2部のラウンドテーブルでは、「教員・
職員・学生スタッフが連携した授業デザイ
ンを考える」と題し、私がファシリテータ役
を務めさせていただきました。教員、職員、
学生スタッフという異なる立場の参加者が
入り混じったグループで、第1部の両氏の
講演内容、各大学の事情・事例を踏まえ
ながら、「レポート・ライティングの授業案を
練る」という作業を目的としました。「講演
を聴いて終わりではなく、自分のこととして
考えることができて良かった」といった感想
をいただくなど、企画者の想定以上に白熱
した議論が各グループで展開されました。

（教育推進部　小林至道）

CTLでは「アクティブラーニング入門一歩前」をタイトルに4回
に亘るランチョンセミナーを開催しました。2012年の中教審答申以
降、多くの大学がアクティブラーニングを展開するためにはどのよ
うなチップスが必要なのか、そのノウハウを求めることに汲 と々して
いますが、それはアクティブラーニングを極めて狭隘な視野から「手
法」と限定して捉えているからです。本セミナーではそのような近
視眼的・皮相的な視野から自由になり、アクティブラーニングを授
業において実現するために何が必要なのかを授業実践者である
教師の目の高さ、心の位置に敬意を払いながら、学生の成長を
軸にして考えることを目指しました。
11月7日に開催した第一回目（通算14回目）のセミナーは

「"How To"からの解放」をテーマに開催されました。アクティブ
ラーニングが求められる背景、経緯には「Teachingから
Learningへ」「Teacher-centeredからStudent-centeredへ」
というパラダイムシフトがあります。まずはこのことを丁寧に読み解
くために“How to”という発想から自由になり、“What (not) 
to”を改めて考える必要があるとの問いかけがなされました。
第二回目（11月21日）のテーマは「初年次におけるPBL～ "
学問モデル"のススメ～」でした。学問的な真理・真実に対して
学生をアクティブな学習者に育てるためには教師が「問い」を与

えるのではなく、学生に「問い」を発見・発掘させることが肝要
である、その体験が「問い」の構造を理解することにつながると
いう命題のもと、活発な意見交換がなされました。
「学生をアクティブにする試み～実践事例の紹介～」をテーマ
とした第三回目（12月5日）は、例えばグルーピングのような何の
変哲もない作業にも学生をアクティブにするチャンスがあることを講
師の実践事例をもとに参加者に体験してもらいました。
12月19日の最終回（通算17回）は「私たちもアクティブになり

ましょう～みなさまの実践事例～」というテーマのもと、自らの創意
工夫や苦心談を参加者より話題として提供していただきました。
そのどれもが示唆に富むものでした。
いずれの回も終始、和やかな雰囲気のなか、講師と参加者の
間で意見や情報の交換が活発になされ、相互に大いなる刺激を
受けた模様です。印象的だったのは予定調和的な（事なかれ主
義的な）授業ではなく、「空中分解」を怖れないチャレンジ、トラ
イアルをしてみたいという声が複数あがったことでした。それはま
さに教師がアクティブになるという宣言なのだと思います。次年度
の開催を望む声もありました。そのリクエストには可能な限りお応
えしたいと考えています。

（教育推進部　三浦真琴）

　昨年12月10-12日京都大学でeラーニン
グの国際学会がありました。その際ラーニ
ングアシスタント8名（リーダー：池澤智也）
が岩﨑（CTL教員）、山本（CTL教員）、
田上（CTL研究員）、奥貫（非常勤教員）
と共に本学の三者協働型アクティブラーニ
ング の活動実践について6本のポスター
発表を行いました。学部生が国際学会に
参加し、英語によるプレゼンと質疑応答を
おこなうという貴重な体験をしました。 
（教育推進部　山本敏幸、岩﨑千晶）

eラーニングの国際学会に参加しました！

ポスターセッションの様子

基調講演の様子

テーマと担当を次のリストに記します。

1 Global Internship Initiative: Opportunities to Envision the University Mission for 
Globalization (Kaho Suzuki, Shoko Matuda)
2 Students-Initiated Course: Curriculum Design involving all Stakeholders (Haruka 
Nakano, Tomoya Ikezawa)
3 Learning Assistant Initiatives to Promote Active Learning in Classrooms at Kansai 
University (Takahiro Jutori, Tomomi Otani, Ayaka Yamamoto)
4 Making the Hearing-impaired Student’s Dream Come True (Keisuke Yokote)
5 ePortfolio Assessment Strategies (Tosh Yamamoto, Chiaki Iwasaki)
6 Course Design for the Advanced Communication to Build Trust (Masanori Tagami, 
Tosh Yamamoto)

1 2 3 4 5 6

ポスター発表の様子

発表したラーニングアシスタント学生と教員

第10回 FDフォーラムを開催しました 日時：1月25日（土）13：00～ 17：30
場所：第2学舎2号館　C304/C301教室

日時：12月14日（土）13：30～ 17：30　場所：第2学舎2号館　C301教室

ワークショップ「思考し表現する学生を育てるⅤ－レポート・ライティングに関する授業設計を考える－」
を開催しました

2013年度ランチョンセミナー　実施報告

LA活動報告
Learning Assistant
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工夫や苦心談を参加者より話題として提供していただきました。
そのどれもが示唆に富むものでした。
いずれの回も終始、和やかな雰囲気のなか、講師と参加者の
間で意見や情報の交換が活発になされ、相互に大いなる刺激を
受けた模様です。印象的だったのは予定調和的な（事なかれ主
義的な）授業ではなく、「空中分解」を怖れないチャレンジ、トラ
イアルをしてみたいという声が複数あがったことでした。それはま
さに教師がアクティブになるという宣言なのだと思います。次年度
の開催を望む声もありました。そのリクエストには可能な限りお応
えしたいと考えています。

（教育推進部　三浦真琴）

　昨年12月10-12日京都大学でeラーニン
グの国際学会がありました。その際ラーニ
ングアシスタント8名（リーダー：池澤智也）
が岩﨑（CTL教員）、山本（CTL教員）、
田上（CTL研究員）、奥貫（非常勤教員）
と共に本学の三者協働型アクティブラーニ
ング の活動実践について6本のポスター
発表を行いました。学部生が国際学会に
参加し、英語によるプレゼンと質疑応答を
おこなうという貴重な体験をしました。 
（教育推進部　山本敏幸、岩﨑千晶）

eラーニングの国際学会に参加しました！

ポスターセッションの様子

基調講演の様子

テーマと担当を次のリストに記します。

1 Global Internship Initiative: Opportunities to Envision the University Mission for 
Globalization (Kaho Suzuki, Shoko Matuda)
2 Students-Initiated Course: Curriculum Design involving all Stakeholders (Haruka 
Nakano, Tomoya Ikezawa)
3 Learning Assistant Initiatives to Promote Active Learning in Classrooms at Kansai 
University (Takahiro Jutori, Tomomi Otani, Ayaka Yamamoto)
4 Making the Hearing-impaired Student’s Dream Come True (Keisuke Yokote)
5 ePortfolio Assessment Strategies (Tosh Yamamoto, Chiaki Iwasaki)
6 Course Design for the Advanced Communication to Build Trust (Masanori Tagami, 
Tosh Yamamoto)

1 2 3 4 5 6

ポスター発表の様子

発表したラーニングアシスタント学生と教員

第10回 FDフォーラムを開催しました 日時：1月25日（土）13：00～ 17：30
場所：第2学舎2号館　C304/C301教室

日時：12月14日（土）13：30～ 17：30　場所：第2学舎2号館　C301教室

ワークショップ「思考し表現する学生を育てるⅤ－レポート・ライティングに関する授業設計を考える－」
を開催しました

2013年度ランチョンセミナー　実施報告

LA活動報告
Learning Assistant




